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周
知
は
し
て
い
る
。
受
診
場

所
も
ふ
れ
あ
い
診
療
所
、
健

康
福
祉
ま
つ
り
の
会
場
な
ど

工
夫
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
受
診
者
が
増
え
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　平成25年第５回定例会を９月10日から18日まで、９日間の会期で開催しました。
　平成24年度の事務報告や一般会計・特別会計および簡易水道事業会計の決算につき慎重に審議し、全員
賛成で認定しました。
　一般質問では１人が町政を問いました。
　平成25年度の補正予算や条例改正など21議案・報告２件・意見書案１件をいずれも原案どおり全員賛成
で可決しました。

事　務　報　告（抜粋）

　長引く不況等により、法人町民税や固定資産税は減
となったものの、個人町民税、地方交付税等の増によ
り、歳入全体では昨年度を上回る結果となりました。
　歳出全体に占める公債費の割合が高い水準で推移し
ているため、厳しい財政状況となっていますが、町の
将来を見据えた事業を行うため、離島振興法や辺地・
過疎対策事業債など交付税措置のある有利な地方債や
国・県等の支援を最大限に活用するなど厳しいながら
も健全な財政運営となっています。
　将来、直島の継続的な交流人口増加の鍵となる第２
回目の瀬戸内国際芸術祭開催への体制強化など、新生
直島としての発展に向けた揺るぎない土台作りとなる
重要な年度として、第４次直島町総合計画の策定を行
うなど各種事業の推進に努力しました。

　一 般 会 計
◎歳入
　町税は減となったものの、地方交付税や繰入金などが増と
なったことから、対前年度比１．８％の増となりました。
◎歳出
　一般行政関係では、直島町民会館基本計画の策定、総合計
画策定業務を実施し、防災関係では、南海地震等の災害に対
応するため、自主防災組織の資機材等を購入するとともに、
小型動力ポンプ付積載車の購入、防災備蓄倉庫の設置を実施
しました。

　特 別 会 計
●国民健康保険事業
　被保険者数は８６８人で対前年度比１．４％の減となりま
した。県下では一人当たりの医療費が高いという現状をふま
え、今後とも医療費適正化、安定運営に努めます。
●診療所事業
　入院収入、外来収入とも減となりましたが、今後とも地域
医療を恒久的に継続できる体制を整え、健全で安定した診療
所運営に努めます。
●下水道事業
　使用料とともに一般会計からの繰入金が管理運営の大きな
財源となっています。町財政を圧迫する会計になることが懸
念されますが、今後とも経費の節減に努力し衛生的な生活環
境の確保に努めます。

愛
称
と
イ
ラ
ス
ト
を

Q
（
井
下
）
新
し
い
中

型
バ
ス
や
小
型
バ
ス

に
も
愛
称
を
付
け
た
り
、
イ

ラ
ス
ト
を
描
く
こ
と
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
小

型
バ
ス
の
利
用
者
を
増
や
す

た
め
、
ダ
イ
ヤ
や
ル
ー
ト
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

A
（
町
長
）
愛
称
に
つ

い
て
は
庁
内
で
検
討

し
て
み
た
い
。
中
型
バ
ス
は

葬
儀
の
送
迎
に
も
使
う
の
で

イ
ラ
ス
ト
を
描
く
の
は
ど
う

を
参
考
に
、
町
も
見
直
し
、

今
年
中
に
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
な
ど
を
作
り
町
民
の
皆
さ

ん
に
配
れ
る
よ
う
作
業
を
進

め
て
い
る
。

特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
を

Q
（
丸
山
）
特
定
健
診

受
診
者
が
対
象
者
全

体
の
25
％
と
低
い
。
そ
の
対

策
は
。

A
（
町
長
）
直
島
町
は

一
人
あ
た
り
の
医
療

費
が
高
い
の
で
特
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
婦

人
会
な
ど
を
通
じ
て
か
な
り

特定健診

　　　  特定健診　の受診率向上を

主な質疑

か
と
思
う
。

　

小
型
バ
ス
は
石
場
町
に
も

通
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も

あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
検
討

し
て
い
る
。
で
き
る
限
り
利

用
者
が
増
え
る
よ
う
考
え
た

い
。防

災
計
画
の
見
直
し
は

Q
（
丸
山
）
県
の
防
災

対
策
の
見
直
し
計
画

が
出
た
が
、
町
も
こ
の
段
階

で
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
県
の
計
画
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　　　  特定健診　の受診率向上を平成24年度　一般会計決算（歳出）

35億283万円認定

平成24年度一般会計歳入歳出構成図

歳 入（収入）
 36億6794万円

歳 出（支出）
 35億283万円

自主財源
17億
7482万円
48.4％

町税
6億8703万円
18.7％

使用料及び手数料
7035万円　1.9％

分担金及び負担金
2622万円　0.7％

諸収入
5億3609万円
14.6％

県支出金
6億857万円
16.6％

地方交付税
10億274万円
27.3％

その他　寄附金、財産収入など　1201万円　0.4％
その他　交付金など　5731万円　1.6％

繰越金
2億6035万円　7.1％
繰越金
2億6035万円　7.1％

繰入金　1億8277万円　5.8％

依存財源
18億
9312万円
51.6％

町債
1億4700万円　4.0％

国庫支出金
7750万円
3.1％

総務費
8億8941万円
25.4％

民生費
3億7242万円
10.6％

衛生費
3億2295万円
9.2％

農林水産業費
10億6531万円
30.4％

土木費
2億6223万円
7.4％

教育費
2億6012万円
7.4％

議会費
5674万円
1.6％

商工費
4480万円
1.4％

消防費
5169万円
1.5％

公債費
1億7716万円
5.1％

（グラフの数字は万円単位にしていますので合計が一致しないことがあります。）

 町営バス運行費
 児童手当・子ども手当
 火葬場管理費
 積浦漁港物揚場等建設
 外新田住宅新築
 小学校トイレ改修
 西部公民館外壁等補修

総
民
衛
農
土
教
教

歳出（支出）の主なもの
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討
　
論

賛
成
（
丸
山
）

　

町
税
の
徴
収
率
は
高
い

が
、
個
人
町
民
税
で
は
滞
納

繰
越
分
が
34
人
で
３
０
０
万

円
を
超
え
て
い
る
。
完
納
に

む
け
て
一
層
の
努
力
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業

賛
成
（
丸
山
）

　

保
険
税
の
滞
納
額
が
１
２

０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
。

減
ら
す
よ
う
に
、
ま
た
、
医

療
費
の
適
正
化
を
図
る
よ
う

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

診
療
所
事
業

賛
成
（
丸
山
）

　

現
在
、
素
晴
ら
し
い
医
師

が
２
人
お
ら
れ
る
。
多
く
の

町
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
、

健
全
な
運
営
を
望
む
。

今日の釣果は？

整備された宮ノ浦の空き地

平
成
24
年
度
決
算
主
な
質
疑

一
般
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計

　

質
疑
に
入
る
前
に
町
長
か

ら
、選
挙
費
委
託
金（
県
費
）

が
衆
議
院
選
挙
の
執
行
経
費

を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
や
、

決
算
資
料
な
ど
四
捨
五
入
後

の
数
値
の
相
違
に
つ
い
て
、

今
後
は
こ
の
様
な
こ
と
が
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
た
い
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。

Q
（
石
川
）
町
営
バ
ス

使
用
料
は
、
定
期
便

〝
税
等
の
完
納
に
向
け
て
、

�

な
お
一
層
の
努
力
を
〟

監
査
委
員
　
岡
田
　
英
機
　

同
　
　
小
野
　
孝
一
　

監
査
報
告

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
会
計

に
つ
い
て
、
証
拠
書
類
お
よ
び
関
係
諸
帳
簿
を
基
準
と
し
て

審
査
し
た
結
果
、
会
計
経
理
は
適
正
と
認
め
た
。

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　

税
の
徴
収
率
は
高
水
準
で
は
あ
る
が
、
一
部
で
滞
納
が
見

受
け
ら
れ
る
。
先
行
き
が
不
透
明
な
難
し
い
財
政
運
営
で
は

あ
る
が
、
国
・
県
の
動
向
に
配
慮
し
つ
つ
、
将
来
を
見
据
え

た
行
財
政
運
営
を
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

税
の
滞
納
は
、
前
年
度
よ
り
減
っ
て
い
る
が
、
依
然
と
し

て
多
額
の
滞
納
が
あ
る
。
少
し
で
も
減
ら
す
よ
う
努
力
を
望

む
。

（
介
護
保
険
事
業
）

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
制
度
改
正
が
頻
繁
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
計
画
的
な
事
務
事
業
が
困
難
な

状
況
で
は
あ
る
が
、
適
正
な
運
営
に
努
め
る
よ
う
望
む
。

（
下
水
道
事
業
）

　

受
益
者
負
担
金
、
使
用
料
の
一
部
で
滞
納
が
見
受
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
歳
入
に
お
い
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
大

き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
負
担
金
、
使
用
料
の
滞
納
額
の
完
納
と
健
全
な
財
政

運
営
を
望
む
。

釣
公
園
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰

入
金
が
入
っ
て
い
る
。
天
気

に
左
右
さ
れ
る
な
ど
運
営
に

つ
い
て
大
変
む
ず
か
し
い
部

分
が
あ
る
と
思
う
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
よ

り
一
層
の
売
上
げ
・
使
用
料

な
ど
増
や
す
よ
う
に
要
望
す

る
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
へ
の

管
理
委
託
に
つ
い
て
も
前
向

き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

と
町
民
専
用
小
型
バ
ス
に
分

け
て
記
載
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
た
が
。

A
（
総
務
課
長
）
26
年

度
か
ら
記
載
す
る
。

Q
（
丸
山
）
宮
ノ
浦
地

区
の
空
き
地
整
備
工

事
が
施
工
さ
れ
て
い
る
が
、

利
用
方
法
を
考
え
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
今
の
と
こ

ろ
計
画
は
な
い
。
売

買
し
て
も
い
い
と
思
っ
て
い

る
。
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解体する旧焼却施設

委
員
さ
ん
よ
ろ
し
く

西　

康
比
古
氏
を
再
任

　

人
権
擁
護
委
員
に
西
康
比
古
氏
を
再
任
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
日
か
ら
３
年
間
。

三
田
和
子
氏
を
再
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
三
田
和
子
氏
を
再
任

同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
25
年
10
月
４
日
か
ら
平
成
28
年
10
月
３
日
ま

で
。

下
津
公
恵
氏
を
再
任

　

教
育
委
員
会
委
員
に
下
津
公
恵
氏
を
再
任
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
９
月
30
日
ま

で
。

西 康比古 氏三田 和子 氏下津 公恵 氏

一
般
会
計

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助

金
、
町
民
会
館
等
駐
車
場
整

備
、
横
防
単
身
者
住
宅
土
地

購
入
費
な
ど
で
１
６
７
４
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

40
億
３
９
１
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

◎
歳
入

◦�

ま
ち
づ
く
り
景
観
基
金
繰

入
金�

１
３
０
万
円
追
加

条
　
例
　
制
　
定

条
　
例
　
改
　
正

工
事
請
負
契
約

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
及
び
一
般
職
の
職
員

の
給
与
を
月
額
３
・
４
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

①
寄
附
金
税
額
控
除

　
　
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
で
、
復
興
特
別
所
得
税
の
創
設
に

よ
り
、
所
得
税
の
寄
附
金
控
除
額
が
増
え
る
た
め
、
住
民
税

の
寄
附
金
税
額
控
除
額
を
減
額
す
る
。

◦
請
負
金
額�

５
８
８
０
万
円　
　
　

◦
請
負
業
者

　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
テ
ク
ノ
㈱
直
島
事
業
所

◦
工
期

　

平
成
25
年
９
月
19
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
14
日
ま
で

◦
請
負
金
額�

３
億
３
４
５
万
円　
　
　

◦
請
負
業
者

　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
テ
ク
ノ
㈱
直
島
事
業
所

◦
工
期

　

平
成
25
年
９
月
19
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
13
日
ま
で

平
成
25
年
度
補
正
予
算

◦
繰
越
金

�

１
５
４
４
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金

�

１
３
０
万
円
追
加

◦
町
民
会
館
等
駐
車
場
整
備

�

４
９
８
万
円
追
加

◦
横
防
単
身
者
住
宅
土
地
購

入
費�

９
２
６
万
円
追
加

町
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例

税
条
例
の
一
部
改
正

旧
焼
却
施
設
解
体
工
事

資
源
化
施
設
整
備
工
事

②
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

　
　

個
人
町
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
適
用
期
限

の
４
年
間
延
長
と
、
控
除
上
限
額
を
拡
充
す
る
。



6議会だより　なおしま No.165議会だより　なおしま No.165

ビオトープ周辺に

　　植林したい
◦６月９日　「ホタルの夕べ」が直島ダムビオ

トープで開催されました。
◦６月28日　高松北警察署の警備課長が来庁さ

れ、「直島町と高松北警察署の災害対策関係協
議会設置要領」の締結を行いました。

◦７月２日　四国汽船㈱の野崎社長が来庁され、
子どもの日・海の日における小児運賃無料キャ
ンペーン実施等の説明を受けました。

◦７月13日　町内一斉清掃“直島町ごみ０クリー
ンデー”が町内各地で行われました。

◦７月20日　瀬戸内国際芸術祭2013の夏会期が
開幕し、来島された観光客への歓迎と記念品
のプレゼントを行いました。また「直島アゲ
イン！2013」が開催され、オープニングセレ
モニーに出席しました。

◦８月３日　「直島夏まつり」が開催されました。
総踊りやお楽しみ抽選会などで、大盛況でした。

◦８月18日　和カフェぐぅオープン７周年記念
パーティーが行われました。

◦８月19日　消防団の夏季訓練が広木池周辺で
実施されました。

◦８月24日　「直島の火まつり」を開催し、多く

の町民の方々にお楽しみいただきました。

濵田町長

ホタルの
成育を
研究する

町 長 報 告

（主なもの）主
な
質
疑

策
は
で
き
た
か
。

A
（
町
長
）
船
内
放
送

な
ど
に
よ
り
、
以
前

よ
り
改
善
さ
れ
た
が
、
更
に

努
力
し
た
い
。

待
ち
時
間
情
報
の
改
善
を

Q
（
中
野
）
美
術
館
等

の
待
ち
時
間
情
報
を

船
に
乗
る
前
に
周
知
で
き
な

い
か
。

A
（
町
長
）
掲
示
は
し

て
い
る
が
放
送
は
し

て
い
な
い
。確
認
し
て
み
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
導
入
は

Q
（
井
下
）
こ
れ
か
ら

の
環
境
を
考
え
た
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
導
入
の
予
定
は
。

宮ノ浦地区の新しいアート「ギャラリー六区」

今年はホタルが飛んだビオトープ

観光客を歓迎しました（瀬戸芸夏会期）

宮
ノ
浦
ギ
ャ
ラ
リ
ー
六
区

の
状
況
は　
　
　
　
　
　

Q
（
中
野
）

宮
ノ
浦

ギ
ャ
ラ
リ
ー
六

区
の
完
成
で
、

人
の
流
れ
の
変

化
は
。

A
（
町
長
）

予
想
よ

り
大
勢
の
観
光

客
が
来
て
お

り
、
人
の
流
れ

も
良
く
な
っ
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ
の
周
辺
整
備
は

Q
（
浜
口
）
ホ
タ
ル
の

夕
べ
が
開
催
さ
れ

た
。
ビ
オ
ト
ー
プ
周
辺
の
整

備
は
。

A
（
町
長
）
ビ
オ
ト
ー

プ
周
辺
は
、
木
が
少

な
い
の
で
、
植
林
な
ど
を
し

た
い
。

　

ホ
タ
ル
の
成
育
に
つ
い
て

も
研
究
し
、
充
実
し
て
い
き

た
い
。

瀬
戸
芸
期
間
中
の　
　

　
　

混
雑
解
消
対
策
は

Q
（
井
下
）
瀬
戸
芸
夏

会
期
の
混
雑
解
消
対

A
（
町
長
）
土
地
の
問

題
な
ど
も
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
積
極
的
に
導
入
の

予
定
は
な
い
。

瀬
戸
内
海
賊
物
語
の
舞
台
は

Q
（
大
谷
）
瀬
戸
内
こ

ど
も
映
画
祭
の
「
瀬

戸
内
海
賊
物
語
」の
舞
台
は
。

ま
た
宣
伝
は
。

A
（
町
長
）
舞
台
は
主

と
し
て
小
豆
島
と
今

治
市
で
あ
る
。
宣
伝
に
つ
い

て
は
計
画
が
煮
詰
ま
っ
て
か

ら
考
え
る
。
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学習への取り組みが

非常に良い 岡教育長教育長報告

子どもたちは
上手に
なっている

◦７月20日　瀬戸芸夏会期が開幕し Naoshima 
Egg ガイド活動を南寺ポケットパークで実
施しました。

◦７月25日　定例教育委員会が開催され、議
題は文部科学省が設置した「土曜授業に関
する検討チーム」中間まとめなどでした。

◦８月６日　シルバーカルチャー教室が開催
され、今年度初めてフォークダンスを取り
入れました。

◦８月19～22日　第６回全国離島交流中学生
野球大会が長崎県壱岐市で開催され、直中
野球部が出場しました。

◦８月24日　Naoshima Egg が本年度新規に来
県した ALT を対象に、直島の教育・アート
等についてパワーポイントを使いながらガ
イド活動を行いました。

　　その後、８人の ALT と児童生徒が学校生
活や趣味について、英語でフリートーキン
グを行いました。

◦８月27日　４月に実施された平成25年度全
国学力・学習状況調査の結果が公表されま
した。

（主なもの）

主
な
質
疑

な
お
し
ま
Ｅ
ｇ
ｇ
継
続
を

Q
（
中
野
）
小
・
中
学

生
の
メ
ン
バ
ー
が
９

人
に
増
え
た
。

　

ま
だ
発
展
途
上
だ
と
思
う

が
皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
継
続
し
て
ほ
し
い
が
。

A
（
教
育
長
）
子
ど
も

た
ち
は
回
を
重
ね
る

毎
に
上
手
に
な
っ
て
い
る
。

日
頃
の
学
校
の
英
語
教
育
が

充
実
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思

う
。

　

後
継
者
を
育
て
て
継
続
し

て
い
き
た
い
。

上手に説明しています

土
曜
の
授
業
は

Q
（
小
野
）
土
曜
授
業

に
つ
い
て
教
育
委
員

の
方
や
学
校
の
先
生
方
の
考

え
は
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
と
し

て
何
か
考
え
て
い
る
こ
と
は

あ
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
現
在
、

香
川
県
で
は
２
市
２

町
が
行
っ
て
い
る
が
授
業
の

一
環
で
は
な
い
。

　

国
が
授
業
日
と
し
て
位
置

づ
け
る
か
な
ど
方
向
性
が

は
っ
き
り
し
な
い
と
具
体
的

に
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
し
ま
し
た

Q
（
大
谷
）
シ
ル
バ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
で

13
人
が
出
席
し
て
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
さ
れ
た
が
、
身
体

を
動
か
す
こ
と
は
良
い
こ
と

だ
。

　

男
性
の
参
加
者
は
い
た
の

か
。A

（
教
育
長
）
男
性
は

１
人
だ
け
だ
っ
た
。

会
員
は
全
部
で
20
人
く
ら
い

で
男
性
は
少
な
い
。
大
勢
の

人
に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。カルチャー教室風景

来
年
も
出
場
を

Q
（
井
下
）
全
国
離
島

交
流
中
学
生
野
球
大

会
に
来
年
も
出
場
し
て
ほ
し

い
。

　

町
を
あ
げ
て
の
応
援
体
制

も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
島
の

応
援
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A
（
教
育
長
）
来
年
度

の
出
場
に
つ
い
て
は

今
後
相
談
す
る
。

A
（
教
育
次
長
）
遠
方

な
の
で
経
費
が
か
か

り
、
ど
こ
の
チ
ー
ム
も
応
援

の
方
は
少
な
い
。
直
島
は
10

人
ほ
ど
の
父
兄
が
自
費
で

行
っ
た
。

直
島
は
成
績
良
か
っ
た

Q
（
丸
山
）全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
で
成

績
が
良
か
っ
た
が
、
何
か
き

め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
た

の
か
。
ま
た
、
他
県
で
開
示

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
ど
う

思
う
か
。

A
（
教
育
長
）
直
島
は

全
国
１
位
の
県
平
均

よ
り
上
回
っ
て
い
る
。

　

日
頃
か
ら
教
員
が
て
い
ね

い
に
授
業
し
、
子
ど
も
も
自

分
の
考
え
を
発
表
し
た
り
、

意
見
交
換
し
た
り
し
て
学
習

へ
の
取
り
組
み
が
非
常
に
良
い
。

　

開
示
す
る
こ
と
で
過
度
の

競
争
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
内
容

が
わ
か
る
よ
う
な
公
表
の
仕

方
は
ひ
か
え
る
べ
き
だ
。
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総 務・文 教経 済・民 生
石川 知久 委員長浜口 敏夫 委員長

　８月 21・22 の２日間、総務文教・経済民生の合同常任委員会を開
催しました。各課の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

〔
教
育
委
員
会
〕

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
も
参
加

○�

６
月
２
日　

芸
能
大
会
が

開
催
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

大
学
の
先
生
や
学
生
も
文

楽
を
演
じ
た
。

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○�
７
月
31
日　

直
島
小
学
校

で
、火
ま
つ
り
の「
行
燈
」、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

「
お
月
様
」
の
作
成
を
東

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
診
療
状
況

　
（
平
成
25
年
４
月
～
７
月
）

①
外
来
患
者�

５
５
２
２
人

　
（
１
日
平
均
65
・
７
人
）

②
入
院
患
者�

８
０
１
人

　
（
１
日
平
均
６
・
６
人
）

③
病
床
稼
働
率�

35
・
４
％

Q
　

受
付
時
間
と
診
療

時
間
に
ズ
レ
が
あ

り
、
受
付
し
て
も
ら
え
な

か
っ
た
人
が
何
人
か
い
る
。

受
付
時
間
も
診
療
カ
ー
ド
に

表
示
し
て
ほ
し
い
。

A
　

広
報
で
は
何
回
も

お
知
ら
せ
し
て
い

る
。
受
付
時
間
の
シ
ー
ル
は

京
芸
術
大
学
の
指
導
な
ど

で
行
っ
た
。

〔
総
務
課
〕

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

○�

７
月
５
日　
「
交
通
事
故

ワ
ー
ス
ト
返
上
５
０
０
０

人
の
街
頭
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
宮
ノ
浦
池
交
差
点

で
実
施
し
た
。

玉
野
・
直
島
協
議
会

○�

７
月
５
日　

玉
野
・
直
島

連
絡
協
議
会
を
開
催
。

　

当
町
か
ら
の
提
出
議
題
は

芸能大会に出演したフィリピン大学生

玉野・直島連絡協議会

①�

（
仮
称
）
直
島
町
民
会
館

整
備
事
業

②�

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事

業
③�

な
お
し
ま
Ｅ
ｇ
ｇ
事
業

受
付
に
あ
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

瀬
戸
芸
夏
会
期
が
開
幕

○�

７
月
20
日　

瀬
戸
芸
夏
会

期
が
開
幕
。
観
光
親
善
大

使
が
、
観
光
客
に
タ
ン
ブ

ラ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
。
夏
会
期
初
日
か
ら
８

月
18
日
ま
で
の
直
島
へ

の
入
り
込
み
観
光
客
は

８
万
71
人
で
あ
っ
た
。

横
防
単
身
者
住
宅
４
月
入
居

○�

横
防
に
計
画
中
の
単
身
者

住
宅
８
戸
の
建
設
は
９
月
に

契
約
、
来
年
４
月
１
日
か
ら

の
入
居
を
予
定
し
て
い
る
。

解
体
は
秋
祭
り
の
あ
と

○�

（
仮
称
）
町
民
会
館
建
設

に
係
る
解
体
工
事
は
、
秋

祭
り
の
あ
と
。

　

�　

建
築
の
開
始
は
４
月
末

か
ら
５
月
初
め
の
予
定
。

研
修
施
設
の
建
設
を
予
定

○�
ベ
ネ
ッ
セ
が
２
０
１
５
年

の
60
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
琴
反
地
に
直
島
研
修

施
設
の
建
設
を
予
定
し
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

Q
　

ベ
ネ
ッ
セ
の
各
施

設
は
月
曜
日
が
休
館

に
な
っ
て
い
る
が
、
瀬
戸
芸

期
間
中
は
月
曜
日
も
休
ま
ず

開
館
す
る
べ
き
。

A
　

関
係
者
の
意
見
を

聞
い
て
み
た
い
。

〔
環
境
水
道
課
〕

自
然
探
検
隊
を
実
施

○
８
月
17
日　

う
ぃ
・
ら
ぶ
・

な
お
し
ま
が
「
自
然
探
検

隊
」を
実
施
、町
内
28
人
、

町
外
32
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。

○
使
用
済
み
小
型
電
子
機
器

の
リ
サ
イ
ク
ル
は
10
月
１

日
か
ら
認
証
実
験
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

レ
フ
ァ
シ
ー
ド
増
床
工
事
は

　
　
　
　

年
度
内
完
成
予
定

○�

レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
の
16

床
増
床
工
事
は
、
10
月
か

ら
工
事
に
入
り
、
年
度
内

完
成
予
定
。

Q
　

せ
っ
か
く
増
床
し

て
も
介
護
職
員
が
集

ま
ら
な
い
の
で
は
困
る
。
職

員
確
保
の
見
通
し
は
。

A
　

レ
フ
ァ
シ
ー
ド
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
方

法
で
募
集
し
て
い
る
が
、
集

ま
っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
し

て
い
な
い
。

野
球
教
室

の
実
施　

○��

８
月
６
日　

香
川
オ
リ
ー

ブ
ガ
イ
ナ
ー

ズ
の
選
手
に

よ
る
野
球
教

室
が
行
わ

れ
、
中
学
校

野
球
部
員
な

ど
11
人
が
参
加
し
た
。
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委員会風景

鷲ノ松社宅跡地
今年オープンした「ANDO MUSEUM」

小林 眞一 委員長

活性化対策特別委員会
　

８
月
22
日
、

三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
㈱
直
島
製

錬
所
か
ら
小
出

所
長
等
幹
部
の

方
々
、
ま
た
町

か
ら
濵
田
町

長
、
担
当
課
長

等
が
出
席
し
、

委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

町
長
、
小
出
所
長
の
挨
拶

の
後
、
銅
製
錬
・
貴
金
属
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
、
取
り
組

み
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に

つ
い
て
小
出
所
長
か
ら
説
明

を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
の
主
な
も
の
は
、

Q
　

直
島
製
錬
所
が
世

界
の
ト
ッ
プ
10
に
上

り
つ
め
る
可
能
性
は
期
待
で

き
る
か
。

A
　

新
し
い
事
業
を

し
っ
か
り
反
映
さ
せ

て
、
効
率
の
良
い
作
業
方
法

に
す
れ
ば
入
れ
る
と
思
っ
て

い
る
。

Q
　
「
企
業
は
人
な
り
」

と
い
う
が
、
今
後
の

採
用
計
画
は
。

A
　

人
材
は
コ
ス
ト
で

な
く
宝
で
あ
り
、
雇

用
の
場
を
確
保
す
る
姿
勢
に

変
わ
り
は
な
く
、
計
画
的
に

採
用
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

単
身
者
用
の
社
宅

改
修
を
す
る
よ
う
だ

が
、
住
宅
対
策
の
予
定
は
。

A
　

具
体
的
な
計
画
は

し
て
い
な
い
が
、
５

年
先
・
10
年
先
を
見
据
え
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

鷲
ノ
松
社
宅
の
跡

地
を
ど
う
す
る
の
か
。

A
　

県
が
県
道
の
拡
幅

を
計
画
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は
福
利
厚
生
施
設

の
建
設
予
定
地
な
ど
に
残
し

て
い
る
。

　

な
ど
活
発
な
質
疑
が
行
わ

れ
、
総
括
と
し
て
、
直
島
製

錬
所
の
存
在
が
町
の
基
礎
・

人
材
は
宝
、
計
画
的
に
採
用
す
る

一 般 質 問

〔
町
長
〕
常
に
新
し
い
試
み
も
必
要

名
実
と
も
に
ア
ー
ト
の
聖
地
に

　

直
島
は
「
ア
ー
ト
の
聖

地
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
他

の
芸
術
祭
開
催
地
と
比
べ
有

名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作
品
が

多
く
、
そ
の
知
名
度
は
日
本

国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
各井下 良雄 議員

い
か
。

　

そ
こ
で
、

○�

小
学
校
の
空
き
教
室
を
利

用
す
る
な
ど
し
て
、
美
大

の
学
生
が
島
の
子
ど
も
と

ア
ー
ト
の
勉
強
を
す
る
。

○�

ベ
ネ
ッ
セ
と
協
議
し
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
直
島
に

拠
点
を
置
き
、
ア
ー
ト
活

動
や
研
修
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

等
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
ア
ー
ト
環
境
の
充
実
を
図

り
、
直
島
が
今
以
上
の
そ
し

て
真
の
「
ア
ー
ト
の
聖
地
」

と
し
て
発
展
し
て
い
け
ば
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
ま
っ
た
く

同
感
だ
。
私
は
ア
ー

ト
の
元
祖
は
直
島
だ
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で

立
ち
止
ま
ら
ず
常
に
新
し
い

試
み
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　

議
員
の
提
案
も
福
武
会
長

に
会
っ
て
意
見
を
お
聞
き
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ベ

ネ
ッ
セ
に
任
せ
き
り
で
な

く
、
町
と
し
て
も
自
立
性
を

も
っ
て
積
極
的
に
取
り
組

み
、
一
流
な
芸
術
を
直
島
か

ら
世
界
に
発
信
す
る
基
地
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
実
現
し

て
き
て
お
り
、
そ
れ
が
後
退

し
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
。

A
（
教
育
長
）
美
大
生

が
島
の
子
ど
も
と
勉

強
す
る
場
づ
く
り
の
提
案

は
、
夏
休
み
に
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
作
品
が
火
ま
つ
り

や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
使

わ
れ
て
い
る
の
は
大
変
す
ば

ら
し
い
こ
と
。

　

小
学
校
の
空
き
教
室
利
用

の
提
案
は
、
今
の
と
こ
ろ
空

き
教
室
は
な
く
、
学
校
施
設

の
目
的
外
使
用
の
可
能
性
も

あ
る
。

土
台
と
し
て
町
も
発
展
し
て

き
た
の
で
、
今
後
も
町
と
製

錬
所
が
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
を
要
望
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。

地
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

一
方
で
、

○�

有
名
ア
ー
ト
は
多
く
あ
る

が
、
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
い
な
い
。

○�

子
ど
も
や
若
者
が
ア
ー
ト

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
。

○
無
関
心
な
町
民
も
多
い
。

と
い
っ
た
問
題
が
あ
り

「
ア
ー
ト
の
聖
地
」
が
ひ
と

り
歩
き
し
て
い
る
の
で
は
な
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蓬
議
長 

全
国
議
長
会
会
長
に
選
任

蓬 清二 議長

「町村の振興と
� 発展を」

　

去
る
７
月
17
日
、
東
京
で

開
催
さ
れ
た
全
国
町
村
議
会

議
長
会
の
臨
時
総
会
に
お
い

て
、
第
32
代
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
変
光
栄
に
存
じ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
職
責
の
重
さ

も
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
を
取
り
巻

く
情
勢
は
、
内
政
・
外
交
と

も
、
ま
さ
に
難
題
山
積
で
あ

り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
町
村
に
密

接
に
関
係
す
る
道
州
制
・
Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
地
方
財
政
を
は
じ
め
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
東
北
大
震

災
の
復
興
が
、
最
重
要
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
・
地
域

主
権
の
推
進
に
つ
い
て
も
、

政
府
の
方
針
で
あ
る
「
地
方

の
こ
と
は
地
方
に
任
せ
る
」

と
の
大
原
則
を
基
に
「
国
と

地
方
の
協
議
の
場
」
を
通
じ

て
決
定
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
、
引
き
続
き
国
に
主
張
す

る
な
ど
、
町
村
の
振
興
と
発

展
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。

意　見　書 道
州
制
導
入
に
断
固
反
対

　

こ
れ
ま
で
住
民
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、
全

国
の
町
村
で
は
住
民
と
と
も
に
個
性
あ
る
町
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
が
導
入
し
よ
う
と
し
て

い
る
道
州
制
は
効
率
性
や
経
済
性
を
優
先
し
、

住
民
と
行
政
と
の
距
離
が
格
段
に
遠
く
な
り
、

住
民
自
治
が
衰
退
し
て
し
ま
う
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
国
の
町
村
議
会

が
統
一
し
た
道
州
制
導
入
の
反
対
を
国
に
対
し

て
求
め
る
た
め
、
意
見
書
を
提
出
し
た
。

設置が予定されるメガソーラー

このコーナーは、以前議員が一般質問や委員
会などで質問した問題が、その後どうなって
いるかを追跡してお知らせします。

「メガソーラー」の導入を
環境の島・エコの島として発展するため自然エネル
ギー「メガソーラー」を導入すべきだ。�（井下議員）
� 平成24年３月議会一般質問で

答　弁

広大な敷地が必要であり、電力
会社の協力も必要になるなど難
しい問題だが、自然エネルギー
導入には前向きに取り組みたい。

その後

旭電業㈱から設置したいとの
話があった。
（事業内容）

発電所名：旭メガソーラー
　　　　　直島発電所
出　　力：1699kw（予定）
発 電 量：年間180万 kwh（予定）
　　　　　（一般家庭500世帯分）
パ ネ ル：5760枚
場　　所：塩田跡地
事業日程：2013年10月着工
　　　　  2014年２月竣工予定
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島
の
歴
史
や

　
伝
承
を
教
え
て

杉峰 利明 さん

U・Ⅰター
ン者に聞

く第16回

　

今
回
は
海
の
駅
の
観
光
協

会
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
杉
峰
利
明

さ
ん
の
登
場
で
す
。
海
の
駅

の
事
務
所
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま

し
た
。

Ｑ　
杉
峰
さ
ん
、
さ
っ
そ
く

で
す
が
直
島
に
来
ら
れ
た
の

は
い
つ
頃
で
す
か
。

Ａ　
観
光
協
会
で
働
き
始
め

た
の
は
23
年
11
月
で
、
直
島

に
住
ん
だ
の
は
24
年
12
月
か

ら
で
す
。

Ｑ　
Ｉ
タ
ー
ン
の
動
機
は
。

Ａ　
前
回
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
の
時
に
、
直
島
で
公
式

グ
ッ
ズ
の
販
売
を
担
当
し
て

お
り
、
そ
れ
が
縁
で
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ　
来
て
か
ら
の
感
想
は
。

Ａ　
ア
ー
ト
の
島
の
印
象
が

強
か
っ
た
が
、
崇
徳
上
皇
の

逸
話
や
伝
説
な
ど
、
と
て
も

興
味
深
い
島
で
す
ね
。

Ｑ　
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

Ａ　
商
品
の
仕
入
れ
や
品
出

し
な
ど
、
主
に
お
土
産
物
の

担
当
で
す
。「
ソ
ラ
シ
オ
」

を
世
界
に
広
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
外
国
の
観
光
客
の
応
対

な
ど
で
、
困
っ
た
こ
と
は
。

Ａ　
宿
を
予
約
せ
ず
に
来
ら

れ
る
外
国
人
が
多
い
で
す
。

大
半
が
日
本
語
を
話
せ
な
い

の
で
、
代
わ
り
に
電
話
を
か

け
ま
す
。

Ｑ　
趣
味
は
何
で
す
か
。
休

み
の
日
は
何
を
し
て
い
ま
す

か
。

Ａ　

本
を
読
む
の
が
好
き

で
、
歴
史
や
政
治
関
連
の
本

を
読
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、

も
う
少
し
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

電話の対応で忙しいです

お土産物の担当をしています

Ａ　
ま
だ
直
島
に
来
て
１
年

半
ほ
ど
で
、
島
の
こ
と
を
詳

し
く
知
り
ま
せ
ん
。
島
の
歴

史
や
伝
承
な
ど
教
え
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
杉
峰
さ
ん
、
お
忙
し
い
と

こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
観
光
直

島
発
展
の
た
め
、
力
を
注
い

で
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
１
日
も
早
く
か
わ

い
い
お
嫁
さ
ん
を
！

に
手
を
出
し
た
い
で
す
ね
。

出
会
い
隊
に
参
加
を

Ｑ　
杉
峰
さ
ん
は
独
身
と
聞

き
ま
し
た
。「
直
島
出
会
い

隊
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

Ａ　
そ
う
で
す
ね
。
今
ま
で

は
仕
事
で
参
加
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
可
能
で
あ
れ

ば
一
度
は
参
加
し
た
い
で
す

ね
。

Ｑ　
最
後
に
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど

う
ぞ
。
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９
月
８
日
早
朝
、
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
開
催
が
決
定
し
た
。
私

も
テ
レ
ビ
の
前
で
決
定
の
瞬
間
を
待
っ

た
。
福
島
原
発
の
汚
染
水
問
題
で
不
利

な
面
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、
思

わ
ず
興
奮
し
て
「
や
っ
た
あ
」
と
大
き

な
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。

　

７
年
後
開
催
に
向
け
て
期
待
と
夢
で

国
民
の
意
識
が
変
わ
る
。
滝
川
ク
リ
ス

テ
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
で
言
っ
た
「
お
・
も
・

て
・
な
・
し
」
の
心
で
世
界
中
の
人
た

ち
を
迎
え
た
い
。

　

７
年
後
と
な
れ
ば
ど
の
子
ど
も
た
ち

に
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
、
小
学
校
高
学
年
、
中
学

生
は
ち
ょ
う
ど
い
い
年
頃
だ
。
ぜ
ひ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
。
産
業
の
活

性
化
に
伴
い
景
気
は
上
向
き
、
東
京
だ

け
で
な
く
地
方
へ
の
波
及
効
果
も
期
待

さ
れ
る
。
日
本
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。
こ
れ
を
機
に
東
日
本
大
震
災
被
災

地
復
興
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
聖
火

が
被
災
地
を
通
る
こ
ろ
に
は
完
全
に
復

旧
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

�

（
浜
口
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
議
　
　
長
　　

蓬　
　

清
二

　
　
　
委
員
長
　　

井
下　

良
雄

　
　
　
副
委
員
長
　　

丸
山　

義
朗

　
　
　
委
　
　
員
　　

議
員
全
員

編
集
後
記

　

今
回
登
場
い
た
だ
い
た

の
は
外
国
の
観
光
客
に
笑

顔
で
英
語
ガ
イ
ド
を
し
て

が
ん
ば
っ
り
ょ
る
「
な
お

し
ま
Ｅ
ｇ
ｇ
」
の
堀
内
は

る
か
さ
ん
、
中
川
央
理
さ

ん
、
秋
友
沙
也
さ
ん
、
大

山
慶
悟
く
ん
、
大
山
雄
斗

く
ん
、
今
田
将
也
く
ん
、

川
崎
和
音
く
ん
、
堀
内
か

お
り
さ
ん
、
手
塚
志
歩
さ

ん
で
す
。

　

副
会
長
の
汐
瀬
さ
ん
と

皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

Q　

汐
瀬
さ
ん
、
み
ん
な

が
ん
ば
っ
て
ま
す
ね
。
発

足
は
い
つ
で
し
た
か
。

汐　

平
成
24
年
７
月
12
日

で
す
。

Q　

会
員
は
大
人
・
子
ど

も
皆
で
何
人
で
す
か
。

汐　

大
人
12
人
、
子
ど
も

９
人
で
す
。

Q　

今
ま
で
ど
こ
で
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

汐　

海
の
駅
や
南
寺
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
の

先
生
方
や
外
国
人
観
光
客

に
、
直
島
の
ア
ー
ト
や
学

校
の
こ
と
を
案
内
し
て
い

ま
す
。

Q　

外
国
の
方
々
の
反
応

や
感
想
は
ど
う
で
す
か
。

汐　
「
生
徒
さ
ん
た
ち
は

大
変
熱
心
で
、
英
語
も
と

て
も
良
か
っ
た
」「
な
お

し
ま
Ｅ
ｇ
ｇ
は
す
て
き
な

試
み
で
す
。ぜ
ひ
続
け
て
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

Q　

子
ど
も
た
ち
の
感
想

は
。

子　
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方

の
時
は
相
手
が
決
ま
っ
て

い
て
良
か
っ
た
け
ど
、
一

般
の
観
光
客
の
時
は
『
す

み
ま
せ
ん
』
と
話
し
か
け

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
の

で
、
と
て
も
勇
気
が
い
り

ま
し
た
。
自
分
が
積
極
的

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

子　
「
話
し
た
い
こ
と
を

英
語
に
す
る
の
は
と
て
も

難
し
い
け
れ
ど
、
そ
の
英

語
が
通
じ
る
の
は
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
」

子　
「
中
学
生
は
難
し
い

英
語
を
話
し
て
い
て
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
っ
と
勉
強
し
て
、

す
ら
す
ら
言
え
る
よ
う
に

な
り
た
い
」

子　
「
だ
ん
だ
ん
自
信
が

つ
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た

参
加
し
た
い
」

Q　

今
後
の
活
動
予
定
が

わ
か
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

汐　

10
月
６
日
に
瀬
戸
内

国
際
ヨ
ッ
ト
ラ
リ
ー
の
選

手
を
案
内
予
定
で
す
。（
議

会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る

頃
に
は
、
き
っ
と
大
成
功

の
う
ち
に
終
了
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
）

Q　

最
後
に
汐
瀬
さ
ん
、

子
ど
も
た
ち
に
今
後
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
り
、
エ
ー
ル

を
送
っ
て
下
さ
い
。

汐　

D
on't be shy!

（
恥

ず
か
し
が
ら
な
い
で
）
直

島
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇

り
に
し
て
、
世
界
に
は
ば

た
い
て
下
さ
い
。

　

汐
瀬
さ
ん
、
な
お
し
ま

Ｅ
ｇ
ｇ
の
皆
さ
ん
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
外
国
の

方
々
が
楽
し
く
安
心
し
て

観
光
で
き
る
よ
う
、
ガ
イ

ド
活
動
を
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
。

汐瀬 典子 さん

Don't be shy!

ガイド“がんばっりょるで”

だ
ん
だ
ん

自
信
が

つ
い
て
き
た

　Naoshima Egg

古紙配合率100%再生紙を使用しています


